
　おかげさまで、今冬の豪雪に耐え、乗り越えて、母校も春を迎えております。
会員の皆様には、日頃より本会の運営等に関しまして、ご理解とご協力を賜り厚く
感謝申し上げます。
　さて、昨年５月２９日に、住所が登録されている全会員に、会報を準備号として
お届け致しました。総会で決議いただいた、同窓会年会費納入のお願いが主な内容
でしたが、多くの方々にご快諾いただき入金いただきました。本当にありがとうご
ざいました。お陰様で、財源が出来たことで各委員会が活発に事業展開しております。
この度、広報委員会から「会報・創刊号」が、全会員にお届けすることが出来ました。
ホームページと併せてご高覧の上、ご意見、ご指導等を賜れば、幸甚であります。
皆様のご健勝とご活躍を祈念申し上げ発刊のあいさつと致します。

美入野会会長　58期　多賀糸敏雄

　
今
年
は
テ
レ
ビ
の
全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
く
ら
い
横
手
の
積
雪
量
は

凄
く
多
か
っ
た
で
す
。
県
外

に
居
る
方
々
か
ら
も
心
配
さ

れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
４
月

に
入
り
や
っ
と
春
を
感
じ
ら

れ
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

本
校
も
２
３
５
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
新
年
度
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
雪
も
融
け
て
新
校

舎
の
工
事
も
進
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

在
校
生
に
は
希
望
を
抱
き
な

が
ら
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

　
こ
の
会
報
で
は
、
各
委
員

会
の
事
業
や
新
校
舎
の
建
設

状
況
、
最
新
の（
？
）ト
ピ
ッ

ク
ス
等
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
年
一

回
の
発
行
で
す
が
、
多
く
の

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で

い
た
だ
き
、
郷
土
の
地
を
そ

し
て
横
手
高
校
を
懐
か
し
む

機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
　
　
広
報
委
員

　
　
　
　
89
期
　
鶴
田
典
治

題字・多賀糸会長題字・多賀糸会長

創刊号創刊号

編
集
後
記

新校舎完成予定図

ヤマハCFⅢ 横手高校へ
　アトリオン音楽ホールで3月29日夕刻、開館
以来親しまれてきたCFⅢが、静かにアトリオン
から運び出されました。
　3月31日、CFⅢは、横手高校の音楽室へと運
び込まれました。これからは
この場所で新しい音を奏でて
いくことになります。
　ピアノは現在3階にある音
楽室から新校舎1階の音楽室
へ移動します。

一
、
鳥
海
御
嶽
の
秀
づ
る
雄
姿

　
　前
後
に
仰
が
ん
わ
れ
ら
が
校
舎

　
　微
塵
を
集
め
て
虚
空
を
凌
ぐ 

　
　自
然
の
教
え
を
た
え
ず
ぞ
受
く
る

二
、
金
沢
横
手
の
名
高
き
古
跡

　
　左
と
右
と
に
控
ふ
る
と
こ
ろ

　
　興
あ
る
歴
史
の
具
象
を
見
つ
つ

　
　ゆ
か
し
き
故
郷
の
昔
を
偲
ぶ

三
、
青
春
い
さ
み
の
わ
が
よ
の
門
出

　
　剛
健
質
朴
理
想
と
な
し
て

　
　学
び
の
窓
よ
り
光
の
未
来

　
　心
に
描
き
て
や
ま
ず
に
す
す
む

四
、
春
秋
二
千
の
御
国
の
光

　
　い
よ
い
よ
増
す
べ
く
勉
め
に
勉
め

　
　ほ
ま
れ
を
徽
章
の
雲
ゐ
に
あ
げ
よ

　
　忘
る
な
剛
毅
の
東
北
健
児

校

　
　歌

令和３年度　美入野会総会の案内
と　き　2021年9月4日（土）15：00～
ところ　横手セントラルホテル
尚、変更がある場合はホームページ等でお知らせいたします。出欠の予約はホームページからも可能です。

TEL.0182-33-1551

今年度の幹事は
下1ケタ3のつく
卒業期の方です

横手高等学校美入野会会報

新しく事務局長が就任しました
　昨秋、急逝されました戸部尚武・事務
局長（56期）の後任に、小丹茂樹さん（72
期）を、このほど開催した三役会でお願
いいたしました。

小 丹 茂 樹
事務局長

72期

※横手高校時代はバレーボール部所属
　東京都三鷹市職員を経て、横手市職員をH30.3に
　定年退。総務部長、財務部長等を歴任
　横手市横山町に在住

令和２年度年会費納入のお願い

会費納入状況について

　会員の皆様には日頃から美入野会活動に深いご理解とご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。さて、美入野会の運営は、
その財政基盤のほとんどを会員の皆さまの年会費に依存しております。円滑な活動を推進するため、令和２年度の年会費納入
にご協力賜りますようお願い申し上げます。
●年会費納入額
　２，０００円（多年度分納入可、５年度分までとします）
●納 入 期 日
　令和３年６月３０日（水）まで
●振　込　先

　北都銀行　横手支店
　店番号　０６１　口座番号（普通）８１４２５５４

　秋田県立横手高等学校美入野会

　ゆうちょ銀行（名称を簡潔にしました）
　口座記号番号　００１００－３－６７４２８８
　口座名称（漢字）美入野会　（カナ）ミイリノカイ
（尚、振込手数料はご負担下さいますようお願い致します）
※ご氏名の前にご自身の卒業期を記入して下さい
　（例）　１００キ　ミイリノタロウ

●事 業 内 容
　①母校の振興発展に寄与するための事業
　②会員相互の連携と親睦を図るための事業
　③その他、地域社会貢献等、必要と認められた事業
　詳細は、ホームページをご覧ください。

※尚、年会費納入状況を見て、収支予算化し、実行して参り
　ます。また、多年度納入の会員の皆様にも振込用紙が同封
　されておりますが、作業が繁雑になりますのでご了承をお
　願い致します。そして当分の間会報は納入の如何に関わら
　ず送らさせて頂きます。

※会則の通り、卒業後４年以内・満80才以上の会員からは
　年会費をいただきませんので、会費納入は必要ありません。
　お間違えのないよう宜しくお願いいたします。

問い合わせ　事務局長　小丹　茂樹（７２期）  TEL・FAX　０１８２－３３－１７２０　　Eメ－ル　info@miirino.jp

ホク トギンコウ

アキ タケンリツヨコテコウトウガッコウ ミイリ 丿カイ

ヨコテ シ テン

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 寄附金 合　　計
¥2,894,000 ¥882,000 ¥790,000 ¥738,000 ¥704,000 ¥30,220 ¥6,038,220

¥2,000
金　額　別

このように単年度では約２９０万、多年度納入の会員が多くおられたので繰越金が大きくなっております。

¥4,000 ¥6,000 ¥8,000 ¥10,000 合　　計
１，００６人 ４６人 ２６人 １７人 ３５２人 １，４４７人

令和元年度よりの繰越金
¥5,395,509
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［単位：円］

科　　　目 予算額（Ａ） 決算額（B）

入 会 金
繰 越 金
基 本 金
雑 収 入
会 　 費
合 　 計

収入の部

1,932,000
751,673
130,000

27
0

2,813,700

1,862,400
751,673
74,000
100,517
6,038,220
8,826,810

［単位：円］

科　　　目 予算額（Ａ） 決算額（B）

会 議 費
交 通 費
慶 弔 費
広 報 費

事 務 費
管 理 費
印 刷 費
通 信 費
積 立 金
予 備 費
合 　 計

記 念 品 代

支出の部

150,000
600,000
300,000
80,000
500,000
100,000
100,000
100,000
300,000

0
583,700
2,813,700

88,229
302,148
116,574
82,948
410,256
112,747
83,029
226,360
281,981

0
1,727,029
3,431,301

美入野会周年記念事業基金現在高
基金現在高　　　合　計　　10,911,440円

（内訳）◎ＰＴＡ積立金　令和元年度積立金 700,000円
　　　　　　　　　　　　令和2年度積立金 698,000円

令和2年7月31日現在

令和2年7月31日現在美入野会周年記念事業積立金現在高
積立金現在高　　合　計　　 1,398,000円

［単位：円］

科　　　目 本年度予算額
（Ａ）

前年度予算額
（B）

入 会 金
繰 越 金
基 本 金
年 会 費
寄 附 金
雑 収 入
合 　 計

1,867,200
5,395,509

0
2,500,000
50,000
91

9,812,800

1,932,000
751,673
130,000

0
0
27

2,813,700

収入の部

本年度予算額
（Ａ）

［単位：円］

科　　　目

会 議 費
事 業 費

交 通 費
慶 弔 費
広 報 費

事 務 費
管 理 費
印 刷 費
通 信 費
積 立 金
予 備 費
合 　 計

記 念 品 代

1,000,000
150,000
500,000
300,000
480,000
500,000
150,000
132,000
600,000
2,000,000
500,000
3,500,800
9,812,800

0 
150,000
600,000
300,000
80,000
500,000
100,000
100,000
100,000
300,000

0
583,700
2,813,700

支出の部

前年度予算額
（B）

令和元年度　美入野会会計収支決算書・事業報告

令和2年度　美入野会会計収支予算書・事業計画

美 入 野 会 組 織 図

美入野会会計監査8月22日

令和元年度美入野会総会
当番幹事打ち合わせ会９月６日

令和元年度美入野会総会
懇親会９月７日

雄物川美入野会総会９月27日

県庁美入野会総会10月４日

北海道美入野会総会10月６日

東京美入野同窓会
秋の集い・芋の子汁会10月19日

仙台美入野会総会10月26日

湯沢雄勝美入野会総会11月８日

総会案内　魁新聞へ掲載令和元年
　8月17日

美入野会三役会議
新旧役員歓送迎会12月17日

横手高校卒業式
美入野会入会式３月１日

定時制卒業式
定時制美入野会入会式３月３日

美入野会役員委嘱状発送４月24日

年会費納入願い発送６月１日

美入野会三役会議
美入野会総会について６月19日

青葉会総会
（神宮寺地区美入野会）７月４日

総務委員会７月９日

令和2年度美入野会総会
当番幹事代表者会議７月９日

むつあい美入野会発足令和2年
　2月1日

運営委員会

会　　員総　　会三　役　会事　務　局

総務委員会

財務委員会広報委員会学校側幹事会支　　部

事業委員会卒業期幹事会

総務委員会

56期
　
今
年
の
冬
は
所
に
よ
り
４
ｍ
も
の
積
雪
が

あ
り
ま
し
た
が
皆
よ
く
耐
え
克
服
し
春
を
迎

え
ま
し
た
。

　
皆
様
に
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
お
元
気
に

ご
活
躍
お
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
財
務(

委
）は
じ
め
各
委
員
会

と
連
絡
連
携
し
、
総
会
、
周
年
行
事
、
諸
会

議
等
企
画
運
営
、
各
美
入
野
会
と
の
交
流
連

携
、
校
舎
改
築
に
関
す
る
行
事
・
事
業
の
検

討
、
ま
た
広
報（
委
）と
会
員
名
簿
等
の
管
理

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
十
月
十
八
日
校
舎
改
築
工
事
の

起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
七
年
の
完
成

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
か
つ
て
素
朴
で
美
し
い
木
造
校
舎
で

学
び
ま
し
た
。
新
校
舎
は
美
入
野
に
新
た
な

歴
史
を
築
い
て
ゆ
く
事
で
し
ょ
う
。
卒
業
生
、

2
7
、
3
5
2
人
、
会
員
1
7
、
3
4
1
人
。

こ
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

大
事
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
美
入
野
会
の
御
発
展
、
会
員
各
位
の
御

健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

1.美入野会総会の開催
　　（１）当番幹事会の開催
　　（２）美入野会三役会議の開催
　　（３）総会事前準備会の開催
　　（４）総会・講演会の開催

２.各支部への参加
　　（１）東京美入野同窓会総会
　　（２）仙台美入野会総会
　　（３）北海道美入野会総会
　　（４）関西美入野会総会
　　（５）県庁美入野会総会
　　（６）他各支部総会

５.美入野会各委員会の開催
　　総務委員会　　　財務委員会
　　事業委員会　　　広報委員会

４.美入野会活動に関する件
　　（１）美入野会ホームページの充実
　　（2）美入野会会報の発行
　　（3）横手高校現校舎　アーカイブス準備事業
　　（4）青雲の志　講演会の開催

３.同窓会入会式の開催
　　（１）横手高等学校全日制美入野会入会式　３月１日（月）
　　（２）横手高等学校定時制美入野会入会式　３月３日（水）

・総会、周年行事等総務に関連
　する事業、行事、諸会議の
　企画運営
・会員名簿の管理及び
　メンテナンス
・各支部との交流及び連携
・校舎改築に関連する諸行事、
　諸事業の検討

財務委員会

66期
　
財
務
委
員
会
は
委
員
７
名
で
、
雄
平
仙

（
懐
か
し
い
名
称
で
す
み
ま
せ
ん
）バ
ラ
ン

ス
良
く
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、

総
会
時
の
出
席
会
員
か
ら
の
会
費
と
卒
業

生
か
ら
の
入
会
金
で
運
営
さ
れ
て
来
ま
し

た
が
、
出
席
会
員
と
卒
業
生
の
減
少
に
よ

り
、
財
政
が
緊
迫
し
令
和
元
年
度
よ
り
、

財
務
状
況
を
改
善
し
、
事
業
活
動
を
円
滑

に
運
営
す
る
た
め
会
員
各
位
よ
り
年
会
費

二
千
円
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
頁
を
ご
覧
下

さ
い
。

　
ま
た
、
納
入
窓
口
は
複
数
有
れ
ば
と
の

要
望
に
沿
い
、
今
年
度
か
ら
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
口
座
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
そ
の
際
届

け
出
書
類
を
見
直
し
、
会
則
に
不
備
が
有

り
ま
し
た
の
で
、
総
務
委
員
会
と
協
議
し

９
月
の
総
会
に
改
正
案
を
提
出
し
ま
す
。

繰
越
金
を
見
れ
ば
か
な
り
財
政
的
に
余
裕

が
有
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
毎
年
多
く

の
会
員
の
方
に
ご
納
入
頂
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　

・財政基盤の確立
・会費納入者名簿の作成
・収支決算（案）
・収支予算（案）の作成
・会費徴収及び徴収システムの
　構築（地元銀行振込・自動引
　き落とし、郵便局、コンビニ、
　カード等）

事業委員会

65期
　
事
業
委
員
会
は
、
７
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
短
期
的
な
も
の
か
ら
長
期
的

な
事
業
ま
で
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
現
在
進
め
て
い
る
事
業
は
、

秋
田
テ
レ
ビ（
A
K
T
）と
連
携
を
取
り
な

が
ら
学
校
改
築
事
業
に
伴
う『
横
手
高
校

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
』で
す
。

　
学
校
改
築
事
業
は
、
昨
年（
令
和
２
年
）

10
月
に
始
ま
り
令
和
７
年
の
完
成
を
予
定

す
る
長
丁
場
の
事
業
で
す
が
、
既
に
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
て
の
〝
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
別

れ
会
〞
や
〝
安
全
祈
願
祭
〞
の
撮
影
を
終

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
施
工
中
の
管
理
校
舎
棟
は
、
来
年

（
令
和
４
年
）５
月
の
竣
工
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
来
年
９
月
の
美
入
野
会
総

会
時
に
映
像
を
披
露
出
来
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
　
ご
期
待
く
だ

さ
い
！

・横手高校現校舎
　アーカイブス準備事業

・「青雲の志」講演会

広報委員会

76期

委員長

委員長

委員長

委員長

高 久 臣 一

阿 部 和 夫

佐 藤 良 吉

挽 野 実 之
　
同
窓
の
先
輩
は
、
や
は
り
特
別
な
存

在
で
す
。

　
伊
藤
隆
章
先
輩
に
大
曲
美
入
野
会
役

員
に
引
き
込
ま
れ
、
い
つ
の
間
に
か
幹

事
長
。
故
石
川
勝
三
先
輩
、
小
原
庸
輔

先
輩
、
池
田
泰
久
先
輩
の
歴
代
会
長
に

仕
え
、
気
が
付
く
と
本
会
の
副
会
長
。

故
戸
部
尚
武
事
務
局
長
が
私
の
入
院
中

に
広
報
委
員
長
指
名
。「
何
で
私
で
す

か
？
」「
君
、
在
学
中
あ
を
く
も
編
集
部

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。」「
・
・
・
・
」裏
山
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ば
か
り
や
っ
て
ま
し
た

が
、シ
ブ
シ
ブ
。同
窓
の
委
員
に
恵
ま
れ
、

ど
う
に
か
会
報
完
成
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
管
理
と
と
も
に
恩
返
し
い
た
し
ま
す
。

　
多
賀
糸
会
長
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
。

・美入野会広報発行

・ホームページ管理

・同窓生名簿の管理、修正

次期繰越金　5,395,509円

本会本部

令和2年8月1日～令和3年7月31日

令和元年8月1日～令和2年7月31日

高久臣一
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［単位：円］

科　　　目 予算額（Ａ） 決算額（B）

入 会 金
繰 越 金
基 本 金
雑 収 入
会 　 費
合 　 計

収入の部

1,932,000
751,673
130,000

27
0

2,813,700

1,862,400
751,673
74,000
100,517
6,038,220
8,826,810

［単位：円］

科　　　目 予算額（Ａ） 決算額（B）

会 議 費
交 通 費
慶 弔 費
広 報 費

事 務 費
管 理 費
印 刷 費
通 信 費
積 立 金
予 備 費
合 　 計

記 念 品 代

支出の部

150,000
600,000
300,000
80,000
500,000
100,000
100,000
100,000
300,000

0
583,700
2,813,700

88,229
302,148
116,574
82,948
410,256
112,747
83,029
226,360
281,981

0
1,727,029
3,431,301

美入野会周年記念事業基金現在高
基金現在高　　　合　計　　10,911,440円

（内訳）◎ＰＴＡ積立金　令和元年度積立金 700,000円
　　　　　　　　　　　　令和2年度積立金 698,000円

令和2年7月31日現在

令和2年7月31日現在美入野会周年記念事業積立金現在高
積立金現在高　　合　計　　 1,398,000円

［単位：円］

科　　　目 本年度予算額
（Ａ）

前年度予算額
（B）

入 会 金
繰 越 金
基 本 金
年 会 費
寄 附 金
雑 収 入
合 　 計

1,867,200
5,395,509

0
2,500,000
50,000
91

9,812,800

1,932,000
751,673
130,000

0
0
27

2,813,700

収入の部

本年度予算額
（Ａ）

［単位：円］

科　　　目

会 議 費
事 業 費

交 通 費
慶 弔 費
広 報 費

事 務 費
管 理 費
印 刷 費
通 信 費
積 立 金
予 備 費
合 　 計

記 念 品 代

1,000,000
150,000
500,000
300,000
480,000
500,000
150,000
132,000
600,000
2,000,000
500,000
3,500,800
9,812,800

0 
150,000
600,000
300,000
80,000
500,000
100,000
100,000
100,000
300,000

0
583,700
2,813,700

支出の部

前年度予算額
（B）

令和元年度　美入野会会計収支決算書・事業報告

令和2年度　美入野会会計収支予算書・事業計画

美 入 野 会 組 織 図

美入野会会計監査8月22日

令和元年度美入野会総会
当番幹事打ち合わせ会９月６日

令和元年度美入野会総会
懇親会９月７日

雄物川美入野会総会９月27日

県庁美入野会総会10月４日

北海道美入野会総会10月６日

東京美入野同窓会
秋の集い・芋の子汁会10月19日

仙台美入野会総会10月26日

湯沢雄勝美入野会総会11月８日

総会案内　魁新聞へ掲載令和元年
　8月17日

美入野会三役会議
新旧役員歓送迎会12月17日

横手高校卒業式
美入野会入会式３月１日

定時制卒業式
定時制美入野会入会式３月３日

美入野会役員委嘱状発送４月24日

年会費納入願い発送６月１日

美入野会三役会議
美入野会総会について６月19日

青葉会総会
（神宮寺地区美入野会）７月４日

総務委員会７月９日

令和2年度美入野会総会
当番幹事代表者会議７月９日

むつあい美入野会発足令和2年
　2月1日

運営委員会

会　　員総　　会三　役　会事　務　局

総務委員会

財務委員会広報委員会学校側幹事会支　　部

事業委員会卒業期幹事会

総務委員会

56期
　
今
年
の
冬
は
所
に
よ
り
４
ｍ
も
の
積
雪
が

あ
り
ま
し
た
が
皆
よ
く
耐
え
克
服
し
春
を
迎

え
ま
し
た
。

　
皆
様
に
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
お
元
気
に

ご
活
躍
お
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
財
務(

委
）は
じ
め
各
委
員
会

と
連
絡
連
携
し
、
総
会
、
周
年
行
事
、
諸
会

議
等
企
画
運
営
、
各
美
入
野
会
と
の
交
流
連

携
、
校
舎
改
築
に
関
す
る
行
事
・
事
業
の
検

討
、
ま
た
広
報（
委
）と
会
員
名
簿
等
の
管
理

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
十
月
十
八
日
校
舎
改
築
工
事
の

起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
七
年
の
完
成

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
か
つ
て
素
朴
で
美
し
い
木
造
校
舎
で

学
び
ま
し
た
。
新
校
舎
は
美
入
野
に
新
た
な

歴
史
を
築
い
て
ゆ
く
事
で
し
ょ
う
。
卒
業
生
、

2
7
、
3
5
2
人
、
会
員
1
7
、
3
4
1
人
。

こ
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

大
事
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
美
入
野
会
の
御
発
展
、
会
員
各
位
の
御

健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

1.美入野会総会の開催
　　（１）当番幹事会の開催
　　（２）美入野会三役会議の開催
　　（３）総会事前準備会の開催
　　（４）総会・講演会の開催

２.各支部への参加
　　（１）東京美入野同窓会総会
　　（２）仙台美入野会総会
　　（３）北海道美入野会総会
　　（４）関西美入野会総会
　　（５）県庁美入野会総会
　　（６）他各支部総会

５.美入野会各委員会の開催
　　総務委員会　　　財務委員会
　　事業委員会　　　広報委員会

４.美入野会活動に関する件
　　（１）美入野会ホームページの充実
　　（2）美入野会会報の発行
　　（3）横手高校現校舎　アーカイブス準備事業
　　（4）青雲の志　講演会の開催

３.同窓会入会式の開催
　　（１）横手高等学校全日制美入野会入会式　３月１日（月）
　　（２）横手高等学校定時制美入野会入会式　３月３日（水）

・総会、周年行事等総務に関連
　する事業、行事、諸会議の
　企画運営
・会員名簿の管理及び
　メンテナンス
・各支部との交流及び連携
・校舎改築に関連する諸行事、
　諸事業の検討

財務委員会

66期
　
財
務
委
員
会
は
委
員
７
名
で
、
雄
平
仙

（
懐
か
し
い
名
称
で
す
み
ま
せ
ん
）バ
ラ
ン

ス
良
く
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、

総
会
時
の
出
席
会
員
か
ら
の
会
費
と
卒
業

生
か
ら
の
入
会
金
で
運
営
さ
れ
て
来
ま
し

た
が
、
出
席
会
員
と
卒
業
生
の
減
少
に
よ

り
、
財
政
が
緊
迫
し
令
和
元
年
度
よ
り
、

財
務
状
況
を
改
善
し
、
事
業
活
動
を
円
滑

に
運
営
す
る
た
め
会
員
各
位
よ
り
年
会
費

二
千
円
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
頁
を
ご
覧
下

さ
い
。

　
ま
た
、
納
入
窓
口
は
複
数
有
れ
ば
と
の

要
望
に
沿
い
、
今
年
度
か
ら
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
口
座
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
そ
の
際
届

け
出
書
類
を
見
直
し
、
会
則
に
不
備
が
有

り
ま
し
た
の
で
、
総
務
委
員
会
と
協
議
し

９
月
の
総
会
に
改
正
案
を
提
出
し
ま
す
。

繰
越
金
を
見
れ
ば
か
な
り
財
政
的
に
余
裕

が
有
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
毎
年
多
く

の
会
員
の
方
に
ご
納
入
頂
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　

・財政基盤の確立
・会費納入者名簿の作成
・収支決算（案）
・収支予算（案）の作成
・会費徴収及び徴収システムの
　構築（地元銀行振込・自動引
　き落とし、郵便局、コンビニ、
　カード等）

事業委員会

65期
　
事
業
委
員
会
は
、
７
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
短
期
的
な
も
の
か
ら
長
期
的

な
事
業
ま
で
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
現
在
進
め
て
い
る
事
業
は
、

秋
田
テ
レ
ビ（
A
K
T
）と
連
携
を
取
り
な

が
ら
学
校
改
築
事
業
に
伴
う『
横
手
高
校

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
』で
す
。

　
学
校
改
築
事
業
は
、
昨
年（
令
和
２
年
）

10
月
に
始
ま
り
令
和
７
年
の
完
成
を
予
定

す
る
長
丁
場
の
事
業
で
す
が
、
既
に
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
て
の
〝
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
別

れ
会
〞
や
〝
安
全
祈
願
祭
〞
の
撮
影
を
終

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
施
工
中
の
管
理
校
舎
棟
は
、
来
年

（
令
和
４
年
）５
月
の
竣
工
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
来
年
９
月
の
美
入
野
会
総

会
時
に
映
像
を
披
露
出
来
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
　
ご
期
待
く
だ

さ
い
！

・横手高校現校舎
　アーカイブス準備事業

・「青雲の志」講演会

広報委員会

76期

委員長

委員長

委員長

委員長

高 久 臣 一

阿 部 和 夫

佐 藤 良 吉

挽 野 実 之
　
同
窓
の
先
輩
は
、
や
は
り
特
別
な
存

在
で
す
。

　
伊
藤
隆
章
先
輩
に
大
曲
美
入
野
会
役

員
に
引
き
込
ま
れ
、
い
つ
の
間
に
か
幹

事
長
。
故
石
川
勝
三
先
輩
、
小
原
庸
輔

先
輩
、
池
田
泰
久
先
輩
の
歴
代
会
長
に

仕
え
、
気
が
付
く
と
本
会
の
副
会
長
。

故
戸
部
尚
武
事
務
局
長
が
私
の
入
院
中

に
広
報
委
員
長
指
名
。「
何
で
私
で
す

か
？
」「
君
、
在
学
中
あ
を
く
も
編
集
部

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。」「
・
・
・
・
」裏
山
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ば
か
り
や
っ
て
ま
し
た

が
、シ
ブ
シ
ブ
。同
窓
の
委
員
に
恵
ま
れ
、

ど
う
に
か
会
報
完
成
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
管
理
と
と
も
に
恩
返
し
い
た
し
ま
す
。

　
多
賀
糸
会
長
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
。

・美入野会広報発行

・ホームページ管理

・同窓生名簿の管理、修正

次期繰越金　5,395,509円

本会本部

令和2年8月1日～令和3年7月31日

令和元年8月1日～令和2年7月31日

高久臣一
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国公立大学私立大学短大・専修学校

　
今
年
３
月
に
卒
業
し
た
１
１
７
期

生
の
大
学
合
格
実
績
は
、
東
京
大
学

１
名
、
東
北
大
学
12
名
等
の
難
関
大

学
、
地
元
秋
田
大
学
42
名
を
は
じ
め

と
し
た
国
公
立
大
学
の
合
格
者
は
１

４
２
名（
う
ち
進
学
１
３
７
名
、
昨
年

比

－

４
）と
い
う
結
果
で
し
た
。ま
た
、

私
立
大
学
の
合
格
者
は
１
４
４
名（
う

ち
進
学
52
名
、昨
年
比

－

１
）で
し
た
。

　
系
統
別
で
は
理
系
で
は
工
学
系
の

42
名
、
文
系
で
は
社
会
科
学
系
が
28

名
と
最
も
多
く
、
医
学
部
医
学
科
は

４
名（
東
北
大
１
、
秋
田
大
２
、
北
里

大
１
）の
進
学
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
31
年
間
続
い
た
セ
ン

タ
ー
試
験
に
代
わ
り
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
、
よ
り
多
面
的
な
思
考
力
が
問
わ

れ
、
難
易
度
も
大
幅
に
上
が
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に

文
章
量
は
増
加
し
た
も
の
の
全
国
平

均
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
様
の
試
験
と
な

り
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
ど
ん
な
形

式
で
あ
ろ
う
と
こ
れ
ま
で
通
り
本
質

的
な
学
力
を
つ
け
る
こ
と
を
最
優
先

し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
入
試
改

革
は
今
後
も
続
く
予
定
で
す
が
、
制

度
が
変
わ
ろ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
な
り
に
考
え
、
悩
み
、
も
が
き
つ

つ
自
分
自
身
と
真
剣
に
向
き
合
い
な

が
ら
挑
戦
す
る
姿
は
昔
も
今
も
同
じ

で
す
。
未
来
を
夢
見
る
雰
囲
気
、
互

い
を
磨
き
合
う
仲
間
な
ど
、
規
則
や

行
政
で
は
生
み
出
せ
な
い
雰
囲
気
こ

そ
が
、
若
い
芽
を
伸
ば
す
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
新
校
舎
に
な
ろ
う
と

き
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う「
青
雲
の
志
」「
剛
健
質
朴
」「
天
佑
自

助
」を
大
切
に
し
て
今
後
も
生
徒
の
成

長
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
、
更
な
る
発
展
が
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う

か
今
後
と
も
母
校
へ
の
力
添
え
を
い

た
だ
け
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
進

路
状
況
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
　
　

今
春
の
進
路
状
況

東
大
合
格
者
が
１
名

東
北
大
合
格
者
が
12
名

大学合格状況一覧

八戸工業大
岩手医科大
盛岡大
石巻専修大
東北学院大
東北工業大
東北福祉大
東北医科薬科大
宮城学院女子大
仙台白百合女子大
東北文化学園大
秋田看護福祉大
日赤秋田看護大
東北芸術大
常盤大
国際医療福祉大
群馬パース大
獨協大
文教大
日本医療科学大
千葉科学大
桜美林大
北里大
杏林大
慶應大
國學院大
国士舘大
駒澤大
芝浦工大
昭和大
昭和女子大
成蹊大
専修大
大東文化大
中央大
東海大
東京経済大

北海道大
北教大釧路校
北教大函館校
弘前大
岩手大
東北大
宮城教育大
秋田大
山形大
茨城大
筑波大
宇都宮大
埼玉大
千葉大
電気通信大
東京大
東京学芸大
新潟大
信州大
大阪教育大
奈良女子大
鹿児島大
はこだて未来大
釧路公立大
岩手県立大
宮城大
秋田県立大
秋田公立美術大
国際教養大
山形保健医療大
群馬県立女子大
高崎経済大
東京都立大
横浜市立大
都留文科大
福岡県立大
国公立大　計

1
1
4
4
12
12
6
43
3
5
1
1
2
1
1
1
2
16
1
1
1
1
1
1
2
2
4
1
2
1
2
1
2
1
1
1

142

1
4
6
1
16
2
6
7
2
1
3
3
8
1
1
1
1
2
3
2
1
4
2
1
1
3
1
2
2
1
1
1
2
2
8
2
1

1
1
1
2
1
2
4
1
2
1
1
2
1
1
3
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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東京農業大
東京薬科大
東京理科大
日本大
日本歯科大
日本女子大
法政大
武蔵大
武蔵野大
明治大
明治学院大
明治薬科大
明星大
立教大
早稲田大
麻布大
神奈川大
関東学院大
金沢工業大
大谷大
同志社大
大阪工業大
森ノ宮医療大
帝塚山大
奈良大
岡山理科大
私立大　計

山形県立米沢女子短期大
日赤秋田短期大
秋田県立秋田技術専門校
秋田情報ビジネス専門学校
仙台工科専門学校
東北電子専門学校
短大・専修学校　計

2
1
1
1
1
1
7

大学名 合格者数大学名 合格者数 大学名 合格者数大学名 合格者数

１

３

４

６

７

番号

５

８

９

浄化槽機械室

建物名

連絡通路

外部倉庫

外部部室

弓道場

第一体育館

第二体育館・武道場

管理校舎棟

２ 新築

新築

新築

新築

新築

新築

新築

敷地内建物一覧表

１０

築新屋上

新築玄関ピロティ

工事種別

新築

鉄筋コンクリート造２階建て

鉄筋コンクリート造２階建て

木造平屋建て

木造平屋建て

木造平屋建て

木造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄筋コンクリート造４階建て 令和２年１０月着工～令和４年　５月末竣工予定

令和２年１０月着工～令和４年　５月末竣工予定

令和５年　６月着工～令和６年　８月末竣工予定

令和５年　６月着工～令和６年　８月末竣工予定

令和７年　６月着工～令和７年１１月末竣工予定

令和７年　６月着工～令和７年１１月末竣工予定

令和４年　４月着工～令和４年　８月末竣工予定

令和５年　６月着工～令和６年　８月末竣工予定

令和２年１０月着工～令和４年　５月末竣工予定

令和４年　８月着工～令和４年１０月末竣工予定

建物規模 工事予定

新校舎改築状況 令和4年5月校舎完成予定

　
美
入
野
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
、
母
校

の
教
育
活
動
に
物
心
両
面
で
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
昨
年
の
美

入
野
会
総
会
で
は
母
校
の
国
際
交
流
事
業

に
予
算
配
当
を
頂
き
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
３
月
に
定
年
退
職
を
迎
え
２
回
目
の

母
校
か
ら
の
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
と
し
て
の
３
年
間
と
教
員
と
し
て
の
13

年
間
、
そ
し
て
校
長
と
し
て
の
２
年
間
の
計
18
年
間
、
微
力
な
が
ら
母
校
に
携
わ
れ

た
の
は
と
て
も
幸
い
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
間
、
各
地
区
の
同
窓
会
の
催
し
で
は
、

手
厚
い
歓
迎
を
い
た
だ
き
同
窓
生
の
皆
様
の
母
校
へ
寄
せ
る
熱
い
思
い
と
強
い
連

帯
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懇
親
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
か
つ
て
の
教

え
子
た
ち
と
の
再
会
で
は
、
立
派
に
成
長
し
た
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
教
師

冥
利
に
尽
き
る
う
れ
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
75
期
生
と
し
て
母
校
を
応
援
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美入野会前名誉会長
横手高校　前学校長

75期

木村 利夫氏
　
こ
の
４
月
か
ら
、
校
長
と
し
て
母
校
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
本
校
の
伝
統
あ
る
学
校

行
事
や
諸
活
動
は
、
い
ま
だ
大
き
な
制
約

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
本
校
の
歴
史
と
伝
統
が
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
、
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、
い
ま
で
き
る
こ
と
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
社
会
も
急
速
に
変
化
し
、

生
徒
の
気
質
や
価
値
観
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
未
来
を
見
据
え
、
本
校
が

目
指
す
べ
き
方
向
を
し
っ
か
り
と
定
め
、
新
た
な
時
代
の
横
手
高
校
を
創
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ
校
舎
改
築
工
事
が

始
ま
り
、
来
年
度
の
２
学
期
に
は
新
校
舎
に
移
り
ま
す
。
本
校
の
歴
史
に
と
っ
て

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
力
強
く
踏
み
出
せ
る

よ
う
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
美
入
野
会
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
教
育
環
境
の
整
備
や
教
育
活
動
の
充
実
の
た

め
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

美入野会名誉会長
横手高校　学校長

77期

難波 文彦氏

5 4



国公立大学私立大学短大・専修学校

　
今
年
３
月
に
卒
業
し
た
１
１
７
期

生
の
大
学
合
格
実
績
は
、
東
京
大
学

１
名
、
東
北
大
学
12
名
等
の
難
関
大

学
、
地
元
秋
田
大
学
42
名
を
は
じ
め

と
し
た
国
公
立
大
学
の
合
格
者
は
１

４
２
名（
う
ち
進
学
１
３
７
名
、
昨
年

比

－

４
）と
い
う
結
果
で
し
た
。ま
た
、

私
立
大
学
の
合
格
者
は
１
４
４
名（
う

ち
進
学
52
名
、昨
年
比

－

１
）で
し
た
。

　
系
統
別
で
は
理
系
で
は
工
学
系
の

42
名
、
文
系
で
は
社
会
科
学
系
が
28

名
と
最
も
多
く
、
医
学
部
医
学
科
は

４
名（
東
北
大
１
、
秋
田
大
２
、
北
里

大
１
）の
進
学
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
31
年
間
続
い
た
セ
ン

タ
ー
試
験
に
代
わ
り
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
、
よ
り
多
面
的
な
思
考
力
が
問
わ

れ
、
難
易
度
も
大
幅
に
上
が
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に

文
章
量
は
増
加
し
た
も
の
の
全
国
平

均
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
様
の
試
験
と
な

り
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
ど
ん
な
形

式
で
あ
ろ
う
と
こ
れ
ま
で
通
り
本
質

的
な
学
力
を
つ
け
る
こ
と
を
最
優
先

し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
入
試
改

革
は
今
後
も
続
く
予
定
で
す
が
、
制

度
が
変
わ
ろ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
な
り
に
考
え
、
悩
み
、
も
が
き
つ

つ
自
分
自
身
と
真
剣
に
向
き
合
い
な

が
ら
挑
戦
す
る
姿
は
昔
も
今
も
同
じ

で
す
。
未
来
を
夢
見
る
雰
囲
気
、
互

い
を
磨
き
合
う
仲
間
な
ど
、
規
則
や

行
政
で
は
生
み
出
せ
な
い
雰
囲
気
こ

そ
が
、
若
い
芽
を
伸
ば
す
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
新
校
舎
に
な
ろ
う
と

き
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う「
青
雲
の
志
」「
剛
健
質
朴
」「
天
佑
自

助
」を
大
切
に
し
て
今
後
も
生
徒
の
成

長
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
、
更
な
る
発
展
が
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う

か
今
後
と
も
母
校
へ
の
力
添
え
を
い

た
だ
け
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
進

路
状
況
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
　
　

今
春
の
進
路
状
況

東
大
合
格
者
が
１
名

東
北
大
合
格
者
が
12
名

大学合格状況一覧

八戸工業大
岩手医科大
盛岡大
石巻専修大
東北学院大
東北工業大
東北福祉大
東北医科薬科大
宮城学院女子大
仙台白百合女子大
東北文化学園大
秋田看護福祉大
日赤秋田看護大
東北芸術大
常盤大
国際医療福祉大
群馬パース大
獨協大
文教大
日本医療科学大
千葉科学大
桜美林大
北里大
杏林大
慶應大
國學院大
国士舘大
駒澤大
芝浦工大
昭和大
昭和女子大
成蹊大
専修大
大東文化大
中央大
東海大
東京経済大

北海道大
北教大釧路校
北教大函館校
弘前大
岩手大
東北大
宮城教育大
秋田大
山形大
茨城大
筑波大
宇都宮大
埼玉大
千葉大
電気通信大
東京大
東京学芸大
新潟大
信州大
大阪教育大
奈良女子大
鹿児島大
はこだて未来大
釧路公立大
岩手県立大
宮城大
秋田県立大
秋田公立美術大
国際教養大
山形保健医療大
群馬県立女子大
高崎経済大
東京都立大
横浜市立大
都留文科大
福岡県立大
国公立大　計

1
1
4
4
12
12
6
43
3
5
1
1
2
1
1
1
2
16
1
1
1
1
1
1
2
2
4
1
2
1
2
1
2
1
1
1

142

1
4
6
1
16
2
6
7
2
1
3
3
8
1
1
1
1
2
3
2
1
4
2
1
1
3
1
2
2
1
1
1
2
2
8
2
1

1
1
1
2
1
2
4
1
2
1
1
2
1
1
3
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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東京農業大
東京薬科大
東京理科大
日本大
日本歯科大
日本女子大
法政大
武蔵大
武蔵野大
明治大
明治学院大
明治薬科大
明星大
立教大
早稲田大
麻布大
神奈川大
関東学院大
金沢工業大
大谷大
同志社大
大阪工業大
森ノ宮医療大
帝塚山大
奈良大
岡山理科大
私立大　計

山形県立米沢女子短期大
日赤秋田短期大
秋田県立秋田技術専門校
秋田情報ビジネス専門学校
仙台工科専門学校
東北電子専門学校
短大・専修学校　計

2
1
1
1
1
1
7

大学名 合格者数大学名 合格者数 大学名 合格者数大学名 合格者数

１

３

４

６

７

番号

５

８

９

浄化槽機械室

建物名

連絡通路

外部倉庫

外部部室

弓道場

第一体育館

第二体育館・武道場

管理校舎棟

２ 新築

新築

新築

新築

新築

新築

新築

敷地内建物一覧表

１０

築新屋上

新築玄関ピロティ

工事種別

新築

鉄筋コンクリート造２階建て

鉄筋コンクリート造２階建て

木造平屋建て

木造平屋建て

木造平屋建て

木造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄骨造平屋建て

鉄筋コンクリート造４階建て 令和２年１０月着工～令和４年　５月末竣工予定

令和２年１０月着工～令和４年　５月末竣工予定

令和５年　６月着工～令和６年　８月末竣工予定

令和５年　６月着工～令和６年　８月末竣工予定

令和７年　６月着工～令和７年１１月末竣工予定

令和７年　６月着工～令和７年１１月末竣工予定

令和４年　４月着工～令和４年　８月末竣工予定

令和５年　６月着工～令和６年　８月末竣工予定

令和２年１０月着工～令和４年　５月末竣工予定

令和４年　８月着工～令和４年１０月末竣工予定

建物規模 工事予定

新校舎改築状況 令和4年5月校舎完成予定

　
美
入
野
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
、
母
校

の
教
育
活
動
に
物
心
両
面
で
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
昨
年
の
美

入
野
会
総
会
で
は
母
校
の
国
際
交
流
事
業

に
予
算
配
当
を
頂
き
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
３
月
に
定
年
退
職
を
迎
え
２
回
目
の

母
校
か
ら
の
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
と
し
て
の
３
年
間
と
教
員
と
し
て
の
13

年
間
、
そ
し
て
校
長
と
し
て
の
２
年
間
の
計
18
年
間
、
微
力
な
が
ら
母
校
に
携
わ
れ

た
の
は
と
て
も
幸
い
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
間
、
各
地
区
の
同
窓
会
の
催
し
で
は
、

手
厚
い
歓
迎
を
い
た
だ
き
同
窓
生
の
皆
様
の
母
校
へ
寄
せ
る
熱
い
思
い
と
強
い
連

帯
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懇
親
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
か
つ
て
の
教

え
子
た
ち
と
の
再
会
で
は
、
立
派
に
成
長
し
た
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
教
師

冥
利
に
尽
き
る
う
れ
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
75
期
生
と
し
て
母
校
を
応
援
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美入野会前名誉会長
横手高校　前学校長

75期

木村 利夫氏
　
こ
の
４
月
か
ら
、
校
長
と
し
て
母
校
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
本
校
の
伝
統
あ
る
学
校

行
事
や
諸
活
動
は
、
い
ま
だ
大
き
な
制
約

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
本
校
の
歴
史
と
伝
統
が
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
、
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、
い
ま
で
き
る
こ
と
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
社
会
も
急
速
に
変
化
し
、

生
徒
の
気
質
や
価
値
観
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
未
来
を
見
据
え
、
本
校
が

目
指
す
べ
き
方
向
を
し
っ
か
り
と
定
め
、
新
た
な
時
代
の
横
手
高
校
を
創
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ
校
舎
改
築
工
事
が

始
ま
り
、
来
年
度
の
２
学
期
に
は
新
校
舎
に
移
り
ま
す
。
本
校
の
歴
史
に
と
っ
て

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
力
強
く
踏
み
出
せ
る

よ
う
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
美
入
野
会
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
教
育
環
境
の
整
備
や
教
育
活
動
の
充
実
の
た

め
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

美入野会名誉会長
横手高校　学校長

77期

難波 文彦氏
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ありがたい声
柿 崎 明 二総理大臣補佐官

76期

【略歴】
１９６１年、平鹿町（現横手市
平鹿町）醍醐生まれ。横手高校
では水泳部、沼で泳いでいた最
後の代。早稲田大学第一文学部
卒業後、毎日新聞社入社。共同
通信社に移り、１９９３年末か
ら政治部。政治部次長、編集委
員、論説委員を経て２０２０年
１０月から現職。著書に「検証
　安倍イズム　胎動する新国家
主義」（岩波新書）など。

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
総
理
補
佐
官
就
任
を
打
診
さ
れ
た
際
の
や

り
と
り
の
中
で
、
総
理
か
ら「
こ
れ
ま
で
通
り

…

」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に

は
、「
政
権
運
営
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を

言
っ
て
ほ
し
い
」と
続
く
と
理
解
し
て
受
け
ま

し
た
。
そ
の
役
割
が
果
た
せ
て
い
る
か
、
と

自
問
し
、
何
も
手
に
付
か
な
く
な
る
こ
と
が

ま
ま
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
々
の
中

で
、
最
も
あ
り
が
た
い
の
が
や
は
り
横
手
高
校

の
同
期
生
で
す
。
何
の
利
害
関
係
も
な
い
の
で

す
か
ら
。
そ
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
実
力
者
に
上
り
詰

め
つ
つ
あ
る
人
物
を
目
標
に
掲
げ
る
新
人
は
菅

総
理
だ
け
で
し
た
。
そ
の
後
の
日
々
の
過
ご
し

方
も
他
の
若
手
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
政
局

に
影
響
力
の
な
い
新
人
議
員
に
す
ぎ
な
い
の
に

常
に「
お
れ
な
ら
こ
う
す
る
」と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
そ
れ
を
私
に
示
し
て
意
見
を
求
め

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
菅
総
理
は
初
当
選
か
ら
わ
ず
か
１

年
10
か
月
後
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
一
人
と
し
て
政

局
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
９
９

８
年
夏
の
参
院
選
で
の
惨
敗
を
受
け
辞
任
し
た

橋
本
龍
太
郎
首
相
の
後
継
を
選
ぶ
総
裁
選
で
、

菅
総
理
は
派
閥
方
針
に
逆
ら
っ
て
梶
山
静
六
元

官
房
長
官
を
口
説
い
て
出
馬
さ
せ
、
善
戦
に
貢

献
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
２
０
０
０
年
の
加
藤
の
乱
参
加
、

２
０
０
３
年
の
小
泉
純
一
郎
首
相
に
対
抗
す
る

た
め
の
超
派
閥
の
若
手
に
よ
る
独
自
候
補
擁
立

工
作
、
そ
し
て
２
０
０
６
年
の
安
倍
晋
三
前
首

相
を
支
持
す
る
議
員
集
団
づ
く
り
、
２
０
１
２

年
の
安
倍
前
首
相
の
再
登
板
仕
掛
け
、
と
挑
戦

を
続
け
ま
す
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
聞
か
れ

な
く
と
も
私
の
方
か
ら
政
治
動
向
の
分
析
を
示

す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
菅
総
理
が
官
房
長
官
を
務
め
た
、
再
登
板
後

の
安
倍
政
権
で
は
、
首
相
交
代
が
焦
点
と
な
る

政
局
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
政
権
の
在
り

方
が
問
わ
れ
た
森
友
・
か
け
学
園
問
題
な
ど
で

は
、
私
の
方
か
ら
批
判
的
な
意
見
を
伝
え
続
け

ま
し
た
。
関
係
が
切
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
覚
悟

し
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
私
の
話

を
聞
こ
う
と
す
る
菅
総
理
の
姿
勢
に
変
わ
り
は

　
在
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
挽
野
実
之
広

報
委
員
長
の
寄
稿
の
依
頼
が
気
軽
す
ぎ
て
、
大

勢
の
中
の
一
人
か
と
思
い
、
引
き
受
け
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
ペ
ー
ジ
一
枚
を
占
め
る
こ
と
を

知
り
、
恐
縮
し
、
そ
し
て
若
干
の
後
悔
も
し
な

が
ら
書
い
て
お
り
ま
す
。

　
指
名
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
総
理
大
臣
補
佐

官
に
就
い
た
た
め
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
の「
転

職
」に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
総
理
大
臣
補
佐
官
は
国
家
公
務
員

で
す
が
、
文
字
通
り
総
理
を
補
佐
す
る
特
別
職

で
、
総
理
指
名
に
よ
っ
て
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
総
理
と
の
関
係
性
が
重
要

で
、
私
の
場
合
は
決
定
的
で
し
た
。

　
菅
義
偉
総
理
と
出
会
っ
た
の
は
今
か
ら
四
半

世
紀
前
の
１
９
９
６
年
11
月
８
日
。
菅
総
理
は

18
日
前
の
衆
院
選
で
初
当
選
を
果
た
し
た
ば
か

り
の
新
人
代
議
士
、
私
は
共
同
通
信
政
治
部
記

者
で
、
総
理
が
所
属
し
て
い
た
小
渕
派
の
担
当

で
し
た
。
当
時
の
自
民
党
は
派
閥
の
論
理
が
色

濃
く
残
っ
て
お
り
、
当
選
ほ
や
ほ
や
の
新
人
議

員
を
取
材
す
る
記
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
、
新
人
議
員
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て

い
く
の
か
を
知
り
た
く
、
小
渕
派
幹
部
で
幹
事

長
代
理
を
務
め
て
い
た
野
中
広
務
元
官
房
長
官

に
、「
将
来
、
伸
び
そ
う
な
新
人
を
教
え
て
ほ
し

い
」と
尋
ね
、
名
前
が
挙
が
っ
た
議
員
に
順
次
、

あ
い
さ
つ
し
て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
筆
頭
が
菅

総
理
だ
っ
た
の
で
す
。

　
菅
総
理
は
、
当
選
し
た
て
の
自
分
に
派
閥
担

当
記
者
が
取
材
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
喜
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。ま
だ
、棚
に
資
料
も
入
っ

て
い
な
い
部
屋
の
中
で「
お
れ
は
第
二
の
野
中

広
務
に
な
り
た
い
」と
語
っ
た
の
を
鮮
明
に
覚

Contribution

首相官邸執務室

東京美入野同窓会
北海道美入野会
県 庁 美 入 野 会
湯沢雄勝美入野会
雄物川美入野会
むつあい美入野会

仙 台 美 入 野 会
関 西 美 入 野 会
大 曲 美 入 野 会
神宮寺美入野会
仙 南 美 入 野 会
六 郷 美 入 野 会

手塚 慶一
堀川 輝男
佐藤 幸盛
髙久 臣一
鈴木 道郎
土谷 敬一

会長
会長
会長
会長
会長
会長

会長
会長
会長
会長
会長
会長

63期
59期
77期
56期
64期
57期

柿﨑 征英
石田 信義
池田 泰久
高橋 幸治
藤沢 晟孝
高橋 邦武

58期
63期
63期
56期
62期
72期

支部ならびに地区・職域の美入野会

株式会社デジタル・ウント・メア
代表取締役社長　岩根えり子（87期）地元 活躍で

　先日、120期生235名の入学式に参加させていた
だいた時に、ふと多賀糸会長と目が合ってしまった
からでしょうか？今日、この原稿を書くことになっ
てしまったのは。
　数日後、多賀糸会長から電話があり、台湾と横手
高校の交流の件を書いて欲しいとのご依頼をいただ
きました。気軽にお引き受けしたものの、同窓会報
の創刊号への寄稿ということを後で知り緊張しつつ
筆をとっております。

　私は23年前に地元横手
市にて、現会長（戸田和彦・
77期）と共にIT関連の会社
を起業しました。今も細々
と地域のIT化の支援を行っ
たりオリジナルのアプリ
ケーションを製造販売した
りしております。そんな中

で、7年前から横手市と台湾の大同大學（台北市）と
弊社で国際的産学官連携プロジェクトを推進してき
ました。夏休み期間中に台湾の大学生10名が横手市
内の様々な企業で一ヶ月間のインターンシップを行
なっております。横手高校生と台湾の学生との交流
はその時から始まりました。高校生たちに海外を身
近に感じて欲しい、また大学生には日本文化を体験
してもらいたいと、弓道部や茶道部での文化体験や
お互いの生活などについて英語で紹介する交流会を
行なってきました。
　しかしながら昨年度は、インターンシップはもち
ろんのこと往来しての海外交流が全くできませんで
した。
　5月、国際的産学官連携協定の締結式を皮切りに、
できる限りの交流をオンラインで行えるように試行
錯誤しつつ実施していきました。
　令和2年度の横手高校と大同大學の交流のテーマ
は「動画でPR！コラボ授業」でした。双方の学生が
意見交換をしつつ、地元を紹介するPR動画をグルー

プで作成し、YouTube
へ公開。オンラインや
授業での採点を経て入
賞者を表彰しました。
海外へ行くことができ
ない今だからこそ、よ
り強く台湾へ行きたい
＆横手へ行きたいとい
う気持ちが生まれたのではないか
と思います。
　（YouTubeに動画がありますので
ご覧ください。）

　また、SSH (スーパーサイエンスハイスクール)
MDS基礎では、台湾の大同大學付属高校生約200名
へアンケートを依頼し、日本との比較調査を行うこ
とができました。英語でのアンケート作成、解析と
なり生徒にとっては大変な研究だったと思いますが、
さすが横手高校生、設問の前提条件や常識などを海
外でも同じなのか気を配りながら、しっかりと進め
ていました。
　コロナ禍でスタートした令和3年度。まだまだ制
限の多い年となりそうですが、地域の一員として保
護者としてOGとして、近くで共に活動できること
を楽しみにこれからも母校を見守っていきたいと思
います。

YouTube

弓道部は中国語で歓迎！

大同大學でスクリーンを通した記念撮影

オンライン交流の様子
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卒業後、毎日新聞社入社。共同
通信社に移り、１９９３年末か
ら政治部。政治部次長、編集委
員、論説委員を経て２０２０年
１０月から現職。著書に「検証
　安倍イズム　胎動する新国家
主義」（岩波新書）など。

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
総
理
補
佐
官
就
任
を
打
診
さ
れ
た
際
の
や

り
と
り
の
中
で
、
総
理
か
ら「
こ
れ
ま
で
通
り

…

」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に

は
、「
政
権
運
営
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を

言
っ
て
ほ
し
い
」と
続
く
と
理
解
し
て
受
け
ま

し
た
。
そ
の
役
割
が
果
た
せ
て
い
る
か
、
と

自
問
し
、
何
も
手
に
付
か
な
く
な
る
こ
と
が

ま
ま
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
々
の
中

で
、
最
も
あ
り
が
た
い
の
が
や
は
り
横
手
高
校

の
同
期
生
で
す
。
何
の
利
害
関
係
も
な
い
の
で

す
か
ら
。
そ
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
実
力
者
に
上
り
詰

め
つ
つ
あ
る
人
物
を
目
標
に
掲
げ
る
新
人
は
菅

総
理
だ
け
で
し
た
。
そ
の
後
の
日
々
の
過
ご
し

方
も
他
の
若
手
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
政
局

に
影
響
力
の
な
い
新
人
議
員
に
す
ぎ
な
い
の
に

常
に「
お
れ
な
ら
こ
う
す
る
」と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
そ
れ
を
私
に
示
し
て
意
見
を
求
め

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
菅
総
理
は
初
当
選
か
ら
わ
ず
か
１

年
10
か
月
後
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
一
人
と
し
て
政

局
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
９
９

８
年
夏
の
参
院
選
で
の
惨
敗
を
受
け
辞
任
し
た

橋
本
龍
太
郎
首
相
の
後
継
を
選
ぶ
総
裁
選
で
、

菅
総
理
は
派
閥
方
針
に
逆
ら
っ
て
梶
山
静
六
元

官
房
長
官
を
口
説
い
て
出
馬
さ
せ
、
善
戦
に
貢

献
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
２
０
０
０
年
の
加
藤
の
乱
参
加
、

２
０
０
３
年
の
小
泉
純
一
郎
首
相
に
対
抗
す
る

た
め
の
超
派
閥
の
若
手
に
よ
る
独
自
候
補
擁
立

工
作
、
そ
し
て
２
０
０
６
年
の
安
倍
晋
三
前
首

相
を
支
持
す
る
議
員
集
団
づ
く
り
、
２
０
１
２

年
の
安
倍
前
首
相
の
再
登
板
仕
掛
け
、
と
挑
戦

を
続
け
ま
す
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
聞
か
れ

な
く
と
も
私
の
方
か
ら
政
治
動
向
の
分
析
を
示

す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
菅
総
理
が
官
房
長
官
を
務
め
た
、
再
登
板
後

の
安
倍
政
権
で
は
、
首
相
交
代
が
焦
点
と
な
る

政
局
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
政
権
の
在
り

方
が
問
わ
れ
た
森
友
・
か
け
学
園
問
題
な
ど
で

は
、
私
の
方
か
ら
批
判
的
な
意
見
を
伝
え
続
け

ま
し
た
。
関
係
が
切
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
覚
悟

し
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
私
の
話

を
聞
こ
う
と
す
る
菅
総
理
の
姿
勢
に
変
わ
り
は

　
在
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
挽
野
実
之
広

報
委
員
長
の
寄
稿
の
依
頼
が
気
軽
す
ぎ
て
、
大

勢
の
中
の
一
人
か
と
思
い
、
引
き
受
け
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
ペ
ー
ジ
一
枚
を
占
め
る
こ
と
を

知
り
、
恐
縮
し
、
そ
し
て
若
干
の
後
悔
も
し
な

が
ら
書
い
て
お
り
ま
す
。

　
指
名
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
総
理
大
臣
補
佐

官
に
就
い
た
た
め
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
の「
転

職
」に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
総
理
大
臣
補
佐
官
は
国
家
公
務
員

で
す
が
、
文
字
通
り
総
理
を
補
佐
す
る
特
別
職

で
、
総
理
指
名
に
よ
っ
て
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
総
理
と
の
関
係
性
が
重
要

で
、
私
の
場
合
は
決
定
的
で
し
た
。

　
菅
義
偉
総
理
と
出
会
っ
た
の
は
今
か
ら
四
半

世
紀
前
の
１
９
９
６
年
11
月
８
日
。
菅
総
理
は

18
日
前
の
衆
院
選
で
初
当
選
を
果
た
し
た
ば
か

り
の
新
人
代
議
士
、
私
は
共
同
通
信
政
治
部
記

者
で
、
総
理
が
所
属
し
て
い
た
小
渕
派
の
担
当

で
し
た
。
当
時
の
自
民
党
は
派
閥
の
論
理
が
色

濃
く
残
っ
て
お
り
、
当
選
ほ
や
ほ
や
の
新
人
議

員
を
取
材
す
る
記
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
、
新
人
議
員
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て

い
く
の
か
を
知
り
た
く
、
小
渕
派
幹
部
で
幹
事

長
代
理
を
務
め
て
い
た
野
中
広
務
元
官
房
長
官

に
、「
将
来
、
伸
び
そ
う
な
新
人
を
教
え
て
ほ
し

い
」と
尋
ね
、
名
前
が
挙
が
っ
た
議
員
に
順
次
、

あ
い
さ
つ
し
て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
筆
頭
が
菅

総
理
だ
っ
た
の
で
す
。

　
菅
総
理
は
、
当
選
し
た
て
の
自
分
に
派
閥
担

当
記
者
が
取
材
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
喜
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。ま
だ
、棚
に
資
料
も
入
っ

て
い
な
い
部
屋
の
中
で「
お
れ
は
第
二
の
野
中

広
務
に
な
り
た
い
」と
語
っ
た
の
を
鮮
明
に
覚
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首相官邸執務室

東京美入野同窓会
北海道美入野会
県 庁 美 入 野 会
湯沢雄勝美入野会
雄物川美入野会
むつあい美入野会

仙 台 美 入 野 会
関 西 美 入 野 会
大 曲 美 入 野 会
神宮寺美入野会
仙 南 美 入 野 会
六 郷 美 入 野 会

手塚 慶一
堀川 輝男
佐藤 幸盛
髙久 臣一
鈴木 道郎
土谷 敬一

会長
会長
会長
会長
会長
会長

会長
会長
会長
会長
会長
会長

63期
59期
77期
56期
64期
57期

柿﨑 征英
石田 信義
池田 泰久
高橋 幸治
藤沢 晟孝
高橋 邦武

58期
63期
63期
56期
62期
72期

支部ならびに地区・職域の美入野会

株式会社デジタル・ウント・メア
代表取締役社長　岩根えり子（87期）地元 活躍で

　先日、120期生235名の入学式に参加させていた
だいた時に、ふと多賀糸会長と目が合ってしまった
からでしょうか？今日、この原稿を書くことになっ
てしまったのは。
　数日後、多賀糸会長から電話があり、台湾と横手
高校の交流の件を書いて欲しいとのご依頼をいただ
きました。気軽にお引き受けしたものの、同窓会報
の創刊号への寄稿ということを後で知り緊張しつつ
筆をとっております。

　私は23年前に地元横手
市にて、現会長（戸田和彦・
77期）と共にIT関連の会社
を起業しました。今も細々
と地域のIT化の支援を行っ
たりオリジナルのアプリ
ケーションを製造販売した
りしております。そんな中

で、7年前から横手市と台湾の大同大學（台北市）と
弊社で国際的産学官連携プロジェクトを推進してき
ました。夏休み期間中に台湾の大学生10名が横手市
内の様々な企業で一ヶ月間のインターンシップを行
なっております。横手高校生と台湾の学生との交流
はその時から始まりました。高校生たちに海外を身
近に感じて欲しい、また大学生には日本文化を体験
してもらいたいと、弓道部や茶道部での文化体験や
お互いの生活などについて英語で紹介する交流会を
行なってきました。
　しかしながら昨年度は、インターンシップはもち
ろんのこと往来しての海外交流が全くできませんで
した。
　5月、国際的産学官連携協定の締結式を皮切りに、
できる限りの交流をオンラインで行えるように試行
錯誤しつつ実施していきました。
　令和2年度の横手高校と大同大學の交流のテーマ
は「動画でPR！コラボ授業」でした。双方の学生が
意見交換をしつつ、地元を紹介するPR動画をグルー

プで作成し、YouTube
へ公開。オンラインや
授業での採点を経て入
賞者を表彰しました。
海外へ行くことができ
ない今だからこそ、よ
り強く台湾へ行きたい
＆横手へ行きたいとい
う気持ちが生まれたのではないか
と思います。
　（YouTubeに動画がありますので
ご覧ください。）

　また、SSH (スーパーサイエンスハイスクール)
MDS基礎では、台湾の大同大學付属高校生約200名
へアンケートを依頼し、日本との比較調査を行うこ
とができました。英語でのアンケート作成、解析と
なり生徒にとっては大変な研究だったと思いますが、
さすが横手高校生、設問の前提条件や常識などを海
外でも同じなのか気を配りながら、しっかりと進め
ていました。
　コロナ禍でスタートした令和3年度。まだまだ制
限の多い年となりそうですが、地域の一員として保
護者としてOGとして、近くで共に活動できること
を楽しみにこれからも母校を見守っていきたいと思
います。

YouTube

弓道部は中国語で歓迎！

大同大學でスクリーンを通した記念撮影

オンライン交流の様子
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　おかげさまで、今冬の豪雪に耐え、乗り越えて、母校も春を迎えております。
会員の皆様には、日頃より本会の運営等に関しまして、ご理解とご協力を賜り厚く
感謝申し上げます。
　さて、昨年５月２９日に、住所が登録されている全会員に、会報を準備号として
お届け致しました。総会で決議いただいた、同窓会年会費納入のお願いが主な内容
でしたが、多くの方々にご快諾いただき入金いただきました。本当にありがとうご
ざいました。お陰様で、財源が出来たことで各委員会が活発に事業展開しております。
この度、広報委員会から「会報・創刊号」が、全会員にお届けすることが出来ました。
ホームページと併せてご高覧の上、ご意見、ご指導等を賜れば、幸甚であります。
皆様のご健勝とご活躍を祈念申し上げ発刊のあいさつと致します。

美入野会会長　58期　多賀糸敏雄

　
今
年
は
テ
レ
ビ
の
全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
く
ら
い
横
手
の
積
雪
量
は

凄
く
多
か
っ
た
で
す
。
県
外

に
居
る
方
々
か
ら
も
心
配
さ

れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
４
月

に
入
り
や
っ
と
春
を
感
じ
ら

れ
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

本
校
も
２
３
５
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
新
年
度
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
雪
も
融
け
て
新
校

舎
の
工
事
も
進
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

在
校
生
に
は
希
望
を
抱
き
な

が
ら
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

　
こ
の
会
報
で
は
、
各
委
員

会
の
事
業
や
新
校
舎
の
建
設

状
況
、
最
新
の（
？
）ト
ピ
ッ

ク
ス
等
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
年
一

回
の
発
行
で
す
が
、
多
く
の

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で

い
た
だ
き
、
郷
土
の
地
を
そ

し
て
横
手
高
校
を
懐
か
し
む

機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
　
　
広
報
委
員

　
　
　
　
89
期
　
鶴
田
典
治

題字・多賀糸会長題字・多賀糸会長

創刊号創刊号

編
集
後
記

新校舎完成予定図

ヤマハCFⅢ 横手高校へ
　アトリオン音楽ホールで3月29日夕刻、開館
以来親しまれてきたCFⅢが、静かにアトリオン
から運び出されました。
　3月31日、CFⅢは、横手高校の音楽室へと運
び込まれました。これからは
この場所で新しい音を奏でて
いくことになります。
　ピアノは現在3階にある音
楽室から新校舎1階の音楽室
へ移動します。

一
、
鳥
海
御
嶽
の
秀
づ
る
雄
姿

　
　前
後
に
仰
が
ん
わ
れ
ら
が
校
舎

　
　微
塵
を
集
め
て
虚
空
を
凌
ぐ 

　
　自
然
の
教
え
を
た
え
ず
ぞ
受
く
る

二
、
金
沢
横
手
の
名
高
き
古
跡

　
　左
と
右
と
に
控
ふ
る
と
こ
ろ

　
　興
あ
る
歴
史
の
具
象
を
見
つ
つ

　
　ゆ
か
し
き
故
郷
の
昔
を
偲
ぶ

三
、
青
春
い
さ
み
の
わ
が
よ
の
門
出

　
　剛
健
質
朴
理
想
と
な
し
て

　
　学
び
の
窓
よ
り
光
の
未
来

　
　心
に
描
き
て
や
ま
ず
に
す
す
む

四
、
春
秋
二
千
の
御
国
の
光

　
　い
よ
い
よ
増
す
べ
く
勉
め
に
勉
め

　
　ほ
ま
れ
を
徽
章
の
雲
ゐ
に
あ
げ
よ

　
　忘
る
な
剛
毅
の
東
北
健
児

校

　
　歌

令和３年度　美入野会総会の案内
と　き　2021年9月4日（土）15：00～
ところ　横手セントラルホテル
尚、変更がある場合はホームページ等でお知らせいたします。出欠の予約はホームページからも可能です。

TEL.0182-33-1551

今年度の幹事は
下1ケタ3のつく
卒業期の方です

横手高等学校美入野会会報

新しく事務局長が就任しました
　昨秋、急逝されました戸部尚武・事務
局長（56期）の後任に、小丹茂樹さん（72
期）を、このほど開催した三役会でお願
いいたしました。

小 丹 茂 樹
事務局長

72期

※横手高校時代はバレーボール部所属
　東京都三鷹市職員を経て、横手市職員をH30.3に
　定年退。総務部長、財務部長等を歴任
　横手市横山町に在住

令和２年度年会費納入のお願い

会費納入状況について

　会員の皆様には日頃から美入野会活動に深いご理解とご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。さて、美入野会の運営は、
その財政基盤のほとんどを会員の皆さまの年会費に依存しております。円滑な活動を推進するため、令和２年度の年会費納入
にご協力賜りますようお願い申し上げます。
●年会費納入額
　２，０００円（多年度分納入可、５年度分までとします）
●納 入 期 日
　令和３年６月３０日（水）まで
●振　込　先

　北都銀行　横手支店
　店番号　０６１　口座番号（普通）８１４２５５４

　秋田県立横手高等学校美入野会

　ゆうちょ銀行（名称を簡潔にしました）
　口座記号番号　００１００－３－６７４２８８
　口座名称（漢字）美入野会　（カナ）ミイリノカイ
（尚、振込手数料はご負担下さいますようお願い致します）
※ご氏名の前にご自身の卒業期を記入して下さい
　（例）　１００キ　ミイリノタロウ

●事 業 内 容
　①母校の振興発展に寄与するための事業
　②会員相互の連携と親睦を図るための事業
　③その他、地域社会貢献等、必要と認められた事業
　詳細は、ホームページをご覧ください。

※尚、年会費納入状況を見て、収支予算化し、実行して参り
　ます。また、多年度納入の会員の皆様にも振込用紙が同封
　されておりますが、作業が繁雑になりますのでご了承をお
　願い致します。そして当分の間会報は納入の如何に関わら
　ず送らさせて頂きます。

※会則の通り、卒業後４年以内・満80才以上の会員からは
　年会費をいただきませんので、会費納入は必要ありません。
　お間違えのないよう宜しくお願いいたします。

問い合わせ　事務局長　小丹　茂樹（７２期）  TEL・FAX　０１８２－３３－１７２０　　Eメ－ル　info@miirino.jp

ホク トギンコウ

アキ タケンリツヨコテコウトウガッコウ ミイリ 丿カイ

ヨコテ シ テン

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 寄附金 合　　計
¥2,894,000 ¥882,000 ¥790,000 ¥738,000 ¥704,000 ¥30,220 ¥6,038,220

¥2,000
金　額　別

このように単年度では約２９０万、多年度納入の会員が多くおられたので繰越金が大きくなっております。

¥4,000 ¥6,000 ¥8,000 ¥10,000 合　　計
１，００６人 ４６人 ２６人 １７人 ３５２人 １，４４７人

令和元年度よりの繰越金
¥5,395,509
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